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2. 都市気候モデルで再現されたヒートアイランド現象 
 この章では、付録 3に示す都市気候モデルを用いて再現した、関東、近畿、東海地方のヒートアイ
ランド現象の解析結果等を示す。 

2.1 2016年 8月のヒートアイランド現象 

2.1.1 2016年 8月の概況 
 2016年 8月は、高気圧に覆われてほぼ全国的に月間日照時間が多く、暖かい空気に覆われやすか
ったため、全国的に月平均気温は高かった。特に、沖縄・奄美では、高気圧の勢力が強く、月平均気

温はかなり高かった。西日本でも下旬の中頃までは勢力の強い高気圧に覆われやすく気温はかなり高

く経過し、下旬の終わりは寒気が流れ込みかなりの低温となった日もあったものの月平均気温は高か

った。また、北日本日本海側と西日本では、高気圧に覆われやすかったため、月間日照時間はかなり

多かった。月の後半は日本のはるか東で高気圧の勢力が強まり、その西縁にあたる東日本太平洋側か

ら北日本を中心に台風や湿った気流の影響を受けやすかった。月降水量は、台風第 5 号、第 6 号、
第 7号、第 11号、第 9号、第 10号が相次いで接近・上陸し、前線や湿った気流の影響も加わり北
日本でかなり多く、東日本太平洋側でも多かった。北日本太平洋側の月降水量は、平年比 231%とな
り、8月として 1位の多雨となった（統計開始は 1946年）。（図 2.1.1、図 2.1.2） 

 

 

 

図 2.1.1 2016年 8月の平均気温平年偏差（上
図）、降水量平年比（中央図）、日照時間平年比

（下図）の分布図 

図 2.1.2 2016年夏（6～8月）の気温平年差の経過図 
 

○ 関東地方では、東京都心部から埼玉県南東部で都市化の影響が明瞭に現れていた。 

○ 近畿地方では、大阪平野東部で都市化の影響が明瞭に現れていた。 

○ 東海地方では、愛知県西部で都市化の影響が明瞭に現れていた。 

○ 2016年の都市化の影響は、関東地方では最近 8年間の中で比較的小さく、近畿、東海地方では最

近8年間の平均程度であった。 

○ 都市化の影響は日中より夜間の方が大きかった。 
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2.1.2 関東地方 
関東地方における 2016年 8月の都市気候モデルによる解析結果を図 2.1.3に示す。東京都心部を

中心に関東平野の広い範囲で月平均気温の高い領域が広がっており、特に、東京都心部から埼玉県南

東部にかけては 28℃以上となっている。この付近は、気温 30℃以上となった時間の月合計の最大域
（200～240時間域）がみられ、また、都市化の影響による気温上昇量や相対湿度の低下率が大きく
なっている。都市化の影響による気温上昇量の最大域（＋1.5～2.0℃域）がやや内陸に分布している
要因としては、海風によって沿岸部が冷やされること、また、都市の影響により海風の内陸への流入

が弱められることが指摘されている（気象庁, 2012、藤部, 2012b）。 
なお、2016年各月での都市化の影響による平均気温の変化については、【資料 9】（1）として巻末

に掲載した。 
 

  

  
図 2.1.3 関東地方における 2016年 8月の平均気温（左上図、単位：℃）、気温 30℃以上となった時間の
合計（右上図、単位：時間）、都市化の影響による平均気温の変化（左下図、単位：℃）、都市化の影響に

よる平均相対湿度の変化（右下図、単位：%）の分布 
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最近8年間（2009～2016年）の8月の都市化の影響による平均気温の変化を比較すると（図2.1.4）、
年によって都市化の影響が違うことが分かる。これは、太平洋高気圧等の大きな規模の大気の流れの

違いに伴って、ヒートアイランド現象（都市化の影響）が現れやすい晴れて風の弱い日の日数に違い

が出てくるためと考えられる。 
2016年は、気温上昇量の最大域（＋1.5～2.0℃域）や＋0.5℃以上の領域の広がりが比較的小さか

った。これは、月の後半の台風や湿った気流の影響により、曇りや雨の日が多く、日照時間が少なく

なったためと考えられる。 
 

   

   

   

図 2.1.4 関東地方における 2009～2016年 8月の年別の都市化の影響による平均気温の変化（℃）の分布
及び 8年間平均した都市化の影響による平均気温の変化（℃）の分布 

 
 
 
 

2009年8月 2010年8月 2011年8月 

2012年8月 2013年8月 2014年8月 

2015年8月 2016年8月 2009～2016年平均の8月 



 
15 

次に、2016年 8月の夜間と日中21、それぞれ最低気温と最高気温の出やすい 5時と 15時の都市化
の影響による平均気温の変化についてみると（図 2.1.5）、日中（15 時）より夜間（5 時）の方が都
市化の影響は明瞭に現れている。これは日最低気温で気温の上昇率が大きいという 1.1.1項の結果と
整合している。 

 

  
図 2.1.5 関東地方における 2016年 8月の 5時（左図）と 15時（右図）の都市化の影響による平均気温
の変化（℃）の分布  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
21 ここでは、「夜間」を 18時頃から翌 6時頃、「日中」を 9時頃から 18時頃としている。また、以下の節、項でも
同様。 



 
16 

2.1.3 近畿地方 
近畿地方における 2016年 8月の都市気候モデルによる解析結果を図 2.1.6に示す。大阪平野や京

都盆地、奈良盆地で高温となっており、月平均気温が 29℃以上となっている。特に大阪平野東部で
は、都市化の影響による気温上昇量の最大域（＋2.0～2.5℃域）や気温 30℃以上となった時間の月
合計の最大域（240～280時間域）がみられる。また、都市化の影響による相対湿度の低下率も大き
くなっている。都市化の影響による気温上昇量の最大域（＋2.0～2.5℃域）がやや内陸に分布してい
る要因としては、関東地方と同様に、海風によって沿岸部が冷やされること、また、都市の影響によ

り海風の内陸への流入が弱められることが指摘されている（気象庁, 2012、藤部, 2012b）。 
なお、2016年各月での都市化の影響による平均気温の変化については、【資料 9】（2）として巻末

に掲載した。 
 

  

  
図 2.1.6 近畿地方における 2016年 8月の平均気温（左上図、単位：℃）、気温 30℃以上となった時間の
合計（右上図、単位：時間）、都市化の影響による平均気温の変化（左下図、単位：℃）、都市化の影響に

よる平均相対湿度の変化（右下図、単位：%）の分布 
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最近8年間（2009～2016年）の8月の都市化の影響による平均気温の変化を比較すると（図2.1.7）、
年によって都市化の影響が違うことが分かる。これは、太平洋高気圧等の大きな規模の大気の流れの

違いに伴って、ヒートアイランド現象（都市化の影響）が現れやすい晴れて風の弱い日の日数に違い

が出てくるためと考えられる。 
2016年は、気温上昇量の最大域（＋2.0～2.5℃域）や＋0.5℃以上の領域の広がりが最近 8年間の

平均程度であった。 
 

   

   

   
図 2.1.7 近畿地方における 2009～2016年 8月の年別の都市化の影響による平均気温の変化（℃）の分布
及び 8年間平均した都市化の影響による平均気温の変化（℃）の分布 
 
 
 
 
 
 
 

2009年8月 2010年8月 2011年8月 

2012年8月 2013年8月 2014年8月 

2015年8月 2016年8月 2009～2016年平均の8月 
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次に、2016 年 8 月の夜間と日中、それぞれ最低気温と最高気温の出やすい 5 時と 15 時の都市化
の影響による平均気温の変化についてみると（図 2.1.8）、日中（15 時）より夜間（5 時）の方が都
市化の影響は明瞭に現れている。これは日最低気温で気温の上昇率が大きいという 1.1.1項の結果と
整合している。 

 

  
図 2.1.8 近畿地方における 2016年 8月の 5時（左図）と 15時（右図）の都市化の影響による平均気温
の変化（℃）の分布  
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2.1.4 東海地方 
東海地方における 2016年 8月の都市気候モデルによる解析結果を図 2.1.9に示す。愛知県西部に、

月平均気温 29℃以上の高温域がみられる。この付近は、気温 30℃以上となった時間の月合計の最大
域（240～280時間域）がみられ、都市化の影響による気温上昇量や相対湿度の低下率も大きい。都
市化の影響による気温上昇量の＋1.5℃以上の領域がやや内陸に分布している要因としては、前述の
2つの地方と同様に、海風によって沿岸部が冷やされること、また、都市の影響により海風の内陸へ
の流入が弱められることが指摘されている（気象庁, 2012、藤部, 2012b）。 
なお、2016年各月での都市化の影響による平均気温の変化については、【資料 9】（3）として巻末

に掲載した。 
 

  

  
図 2.1.9 東海地方における 2016年 8月の平均気温（左上図、単位：℃）、気温 30℃以上となった時間の
合計（右上図、単位：時間）、都市化の影響による平均気温の変化（左下図、単位：℃）、都市化の影響に

よる平均相対湿度の変化（右下図、単位：%）の分布 
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最近 8年間（2009～2016年）の 8月の都市化の影響による平均気温の変化を比較すると（図 2.1.10）、
年によって都市化の影響が違うことが分かる。これは、太平洋高気圧等の大きな規模の大気の流れの

違いに伴って、ヒートアイランド現象（都市化の影響）が現れやすい晴れて風の弱い日の日数に違い

が出てくるためと考えられる。 
2016 年は、気温上昇量の＋1.5℃以上の領域や＋0.5℃以上の領域の広がりが最近 8 年間の平均程

度であった。 
 

   

   

   
図 2.1.10東海地方における 2009～2016年 8月の年別の都市化の影響による平均気温の変化（℃）の分
布及び 8年間平均した都市化の影響による平均気温の変化（℃）の分布 

 
 
 
 
 
 
 

2009年8月 2010年8月 2011年8月 

2012年8月 2013年8月 2014年8月 

2015年8月 2016年8月 2009～2016年平均の8月 
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次に、2016 年 8 月の夜間と日中、それぞれ最低気温と最高気温の出やすい 5 時と 15 時の都市化
の影響による平均気温の変化についてみると（図 2.1.11）、日中（15時）より夜間（5時）の方が都
市化の影響は明瞭に現れている。これは日最低気温で気温の上昇率が大きいという 1.1.1項の結果と
整合している。 

 

  
図 2.1.11 東海地方における 2016年 8月の 5時（左図）と 15時（右図）の都市化の影響による平均気
温の変化（℃）の分布  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
22 

2.2 夏と冬のヒートアイランド現象の比較 

 

関東、近畿、東海の各地方における夏と冬のヒートアイランド現象の違いを、蓄積されている最近

8 年間のシミュレーション結果を用いて調べた。使用データは、夏が 2009 年から 2016 年までの 8
月、冬が 2010年から 2017年までの 1月のものである。8年間平均した結果（図 2.2.1～図 2.2.6）
を比較すると、どの地方も、8月に比べて 1月の方が、都市化の影響が大きいことがわかる。この原
因は主に夜間のヒートアイランド現象の違いにあると考えられる22。冬の夜間は、夏よりも放射冷却

が強くなり、都市がない場合により大きく気温が下がるからである。 
また、関東地方では、都市化の影響による気温上昇量の大きい領域が、8月は内陸部に、1月は沿

岸部を中心に現れている。これは、それぞれの季節で卓越する天候や風（季節風）等が違うことに影

響されていると考えられるが、更なる調査を必要とする。 
なお、2010年から 2017年までの 1月の都市化の影響による平均気温の変化については、【資料 10】

として巻末に掲載した。 

  

図 2.2.1 関東地方における 8年間（2009～2016年）平均した 8月の平均気温（左図、単位：℃）と都市
化の影響による平均気温の変化（右図、単位：℃）の分布 

  
図 2.2.2 関東地方における 8年間（2010～2017年）平均した 1月の平均気温（左図、単位：℃）と都市
化の影響による平均気温の変化（右図、単位：℃）の分布 

                                                   
22 冬の日中は、緑地よりもむしろ都市の方が低くなることが知られているが、それは、冬はほとんどの樹木が落葉す
るため、緑地において水分の蒸発による吸熱効果が小さくなること、また、太陽高度が低いために、都市においてビ

ルの日陰が多くなることで気温が上がりづらいことが指摘されている（藤部,2012a）。 

○ 都市化の影響は夏より冬の方が大きい。 
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図 2.2.3 近畿地方における 8年間（2009～2016年）平均した 8月の平均気温（左図、単位：℃）と都市
化の影響による平均気温の変化（右図、単位：℃）の分布 

  
図 2.2.4 近畿地方における 8年間（2010～2017年）平均した 1月の平均気温（左図、単位：℃）と都市
化の影響による平均気温の変化（右図、単位：℃）の分布 
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図 2.2.5 東海地方における 8年間（2009～2016年）平均した 8月の平均気温（左図、単位：℃）と都市
化の影響による平均気温の変化（右図、単位：℃）の分布 

  
図 2.2.6 東海地方における 8年間（2010～2017年）平均した 1月の平均気温（左図、単位：℃）と都市
化の影響による平均気温の変化（右図、単位：℃）の分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


